
　（別紙４（２）） 事業所名　　　グループホーム　つつじのさと

目標達成計画 作成日：　平成　２１年　１０月　３０日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えな
がら、優先して取り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　
優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に要
する期間

1 26

本人、家族の意向を反映したプラン
が出来ていないため、具体的な方向
性が見えてこない。

本人、家族と一緒にその
人らしいプランを作成し、
ケアできるよう支援する。

居室担当とともに、しっかりと情報収集を
行い、生活歴、本人の生活を考慮したプラ
ンを作成していく。 ６ヶ月

2 49

外出支援を行い、地域に出向き、
ホーム外での楽しみを持てる時間を
増やして生きたい。

本人の体調、希望に配慮
し、生活に刺激が持て、地
域とのかかわりを大切に、
自由な時間を過ごしてもら
いたい。

利用者状態観察を行い、近隣の喫茶店へ
出かけ、昔ながらの写真、絵、展示物を観
ながら、飲み物、軽食をおやつとして食べ
ていただいたり、他の方と会話することの
手伝いを行う。

３ヶ月

3 54

本人が快適と感じる空間作りにもう少
し配慮する必要があり、工夫すること
が望まれる。

本人の馴染みなものを持
ち込んだり、写真等を飾っ
たりするため、快適と感じ
る空間作りを目指す。

家族の方へ、本人の馴染みの物等ないか
聞き、一緒に居心地のよい環境作りを目
指していく。トイレにも花等を取り入れるよ
うにする。

６ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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